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１． 目 的                                                                  

草炭は保水性が高く、高分子有機酸であるフミン酸を大量に含み、植物の育成に生理活性効果を持つこ 
とが知られている。また、地球上に５千億トンも存在しているといわれる。しかし、燃料や園芸・育苗用

培土、化学原料、土壌改良材、荒漠地緑化、流出油処理剤、脱臭剤、医療用、飼料等広い分野の可能性を

持ちながら、未だその一部でしか利用されているに過ぎない未利用の天然資源である。 
近年、深刻化しつつある沙漠化に対して、草炭（砂土壌に保水力を付加させる）を用いた沙漠緑化を考

えた。草炭混入による保水力の増加は、既往の実験により確認できたが、水分量増加による土壌表面から

の蒸発量の変化については、未だ明らかになっていない。そこで、本研究では、沙漠現地での土壌面から

の蒸発量を求める観測システムの構築とともに、草炭混入による蒸発量の変化を室内実験により確認する

こととした。 
                                                    

２． 実験方法 

２．1 試 料 

本研究で使用した草炭は、初期含水率 47％のカナダ産（NIROM 社製）のものを使用した。この草炭

は不均一で、木の枝・根あるいは繊維の固まったものなどが混在しているため、軽く揉みほぐした状態か

ら、２mm フルイを通過したものを使用した。 
砂は、園芸店等で容易に入手可能な川砂を、風乾状態で乾燥させたのち、夾雑物を除く目的で２mm フ

ルイを通過したものを使用した。 
２．２ 実験装置 

L 型チャンネルを使用して、高さ 62×横幅 110×奥行 78ｃｍの骨組みを作り、アクリル板、発泡スチ

ロール板、コンパネを断熱材として、内部環境を沙漠に近い状態に保てるような空間（フード）を作成し

た。 
 ２．３ 実験手順 

フード内に電子天秤（秤量 2000ｇ）を２台配置し、

白熱ランプ・温風ヒーターにより、フード内の高温

度（35℃）・低湿度（15％RH 以下）を保った。温度・

湿度は、温湿度計を３台設置して記録し、フード内

の状態が均一となることをチェックした。測定に用

いた試料の重量は 1000ｇとし、草炭を３wt％混入し

たものと、混入しないものを載荷した２台の電子天

秤の重量変化を、コンピュータにより 10 分間隔で

22 時間程度自動測定した。また、実験開始後と実験

終了後の各試料をサンプリングし、炉乾燥法によっ

て含水率を求めた。 
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図 1 実験装置の概略図  



３． 実験結果および考察 

 表１に示すように、両試料の初期含水率に差

があったので、実験終了時の含水率も異なり、

砂のみの減少率が 62.5％で草炭を３wt％混入

した試料の減少率が、64.9％％と 2.4％大きく

なっている。 

図２に実験期間中のフード内の温度・湿度

の変化を示す。温度は、フード内に配置した３

箇所すべて 33℃から 35℃の範囲に保たれ、満

足する結果となっている。湿度は、３箇所とも

実験開始時の 20％から緩やかに減少を続け、

22 時間後には 5％となり、乾燥地の状況に近い

数値となった。 

図３に砂と草炭混入砂の重量変化を示す。ま

た図４に蒸発速度の時間変化を示す。１時間当

たりの蒸発による重量変化から蒸発速度を求

め、それを３項移動平均した結果を示す。この

図４からわかるように実験開始から 11 時間ま

では、砂のみの試料の方の蒸発速度が卓越して

いたが、その後は、草炭混入の方が大きな値を

示し、蒸発が促進された結果の差異と考えられ

る。これは、草炭の保水性によるもので、まず

熱伝導率の良い砂から水分が蒸発し、その後、

草炭が持っていた水分が砂に水分を供給する

（移動する）形で蒸発が進んだと考えられ、現

在も追実験を行って検討中である。図４の蒸発

速度の変化の形については、砂のみの蒸発は、

水分が比較的多いときに恒率蒸発期をとり、水

分が少なくなった 11 時間後から減率蒸発期に

なったことが明確に表れているが、草炭を混入

したものは、この傾向が大きくくずれている。

その原因、プロセスについても現在検討中であ

る。                                                 

 

４． まとめ 

本研究では、沙漠現地に見たてた環境で砂と

草炭混入時における蒸発量の差異を測定した。

載荷した砂層厚が３ｃｍ程度と薄かったこと

と、地中からのフラックスを遮断しているので、

現地での蒸発量測定には、観測システムの検討

が必要と考える。さらに、理論式を用いた蒸発

量の推定についても、取り組む必要がある。    

表１ 砂と草炭混入砂の含水率 

条     件 
初期含水率 

（％） 

実験後含水率 

（％） 

砂のみ 2.4 0.9 

草炭 3wt%混入 3.7 1.3 

図２　フード内の温度・湿度の時間変化
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図４　蒸発速度の変化
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図３　重量変化
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